
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈議場のやりとりに真剣なまなざしを向ける生徒たち〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回，八千代町議会を見せていただき，見る前より関心を持つようになった

と思います。こうしていろいろ決められているんだと思うと，とても感謝する

べきことだと感じました。 

 また，2016年から有権者が 18歳以上となることについては，一人の人間

として認められた気がして嬉しいし，自分の意思を大人として行動できるよう

になることに向けることが，少しでもできればいいなと思います。 

 今日も，議場に入る前にすれ違った人から「あぁ，そうか，選挙権年齢が 20

歳から 18 歳になるんだもんな，良いことだ」と言われて，私も少しでも役に

立てればいいなと思いました。 

 

 議会を傍聴する前は，国会ほど大きいわけじゃないからそこま

で激しくはないんだろうなどと思っていましたが，実際に傍聴し

てみると声を荒げる議員がいたり，必死に反対の声を挙げる議員

の人もいたので，傍聴した後は小さい議会でも国会のような討論

を繰り広げている真剣な場と考えを改めました。 

 今回の議会を見て，私が新たに有権者になってこの討論の場に

立っているような気分になりました。今回の議会を傍聴して，私

たちも決して無関係ではないということを実感しました。 

八千代町議会を傍聴して 

～生徒の感想より～ 
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 議会はとても静かで，皆さんまじめに，自分たちの町や国をより良くす

るために真剣に取り組んでいるところに感動しました。討議の途中，特に

「マイナンバー」について話し合われていた時，多くの議員が賛成する中，

一人の議員の方が反対し，自分の主張をしっかり話されていた姿を見て，

私も自分の主張をしっかり言おう，人の目を見てはっきり言えるようにな

ろうと思いました。 

 

 初めて議会を傍聴しました。傍聴券があるということも初めて知りまし

た。 

 議会ではいろいろな質問をして話し合い解決する。少数の意見も必ず聞

いていました。 

 傍聴する前と後とで自分の意識が多少変化したように思います。地域の

問題は地域全体できちんと話し合うことが，とても必要なことで大切なの

だと確信しました。 

 来年の今頃は有権者になります。今までは選挙がとても遠いと感じてい

ましたが，約１年後にはとても身近なものになっているでしょう。今はま

だ選挙があまり理解できていません。だから１年後に備えて，選挙に関す

る知識を増やし，興味を持てればいいと思っています。 

 

 新たに有権者となる私ですが，有権者になったところで何を

していいのかわかりません。政治も経済もまだ 10代の私には

とても難しくて，理解できる時とできない時があります。国の

お金の話やこれからの社会についての話，今ニュースになって

いる話題のことをある程度しか知らない私が，有権者になって

いいのか心配です。しかし，有権者になるからには今よりもっ

と理解して投票し，少しでも国のためこれからの生活のため

に，頑張りたいと思います。 

 今回の傍聴は，２年次基礎教養系列の「政治経済」（担当：井上正治教諭）の授業の一環で，

八千代町議会のご協力の下，実施することができました。生徒達にとっても貴重な経験となり

ました。改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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